
共立女子大学家政学部紀要 第56号 (2010) 

クリスチャン・デイオールのデザイン画

-1950年の創作過程を探る-

Christian Dior's design 

-Investigate into his creative process in 1950 

畑久美子，宮津 俊恵

Kumiko HA T A ， Toshie MIY AZA W A 

1. はじめに

クリスチャン・ディオールは、 1947年2月12

日、春夏パリ・コレクションにおいてデビュー

し、「コロール(花冠).ラインJ(図1)の ドレ
スを発表した。このデザインは、 二度の大戦に

より 衰弱したフ ァッシ ョン界に大きな衝撃を与

えた。当時、婦人}]院は戦時色を;府び、外出着と

いえば、 肩パッ トの入ったジャケ ットに布の量

を抑えた短いストレート・スカートが主流とな

っていたが、デイオールのドレスは、ほっそり

とした茎のようなウエストから大きなスカート

が広がって花のようにみえる、まさに「コロー

ルJと呼ぶにふさわしい非常に女性らしいシル
エットを もつものであった。これをハーパー

ス・バザー誌の編集長カーメル・スノウが 「ニ

ュー ・ルック」と呼び、以来その名が歴史に残

ることとなった。

本研究では、 1950年にディオールが拙いたと

されるデザイン画の作品群を資料に、そこから

みえる創作過程を採る。

2. クリスチャン・ディオール略歴

クリスチャン ・デイオール(1豆12)は1905年1

月21日、フランス、ノルマンデイ一地方のグラ

ンヴィルで生れた。父は曾祖父|時代から続くフ

ランスでも有数の肥料会社を営んで、おり、裕福

な家庭に育つ。幼少期に一家はパリへ移り住み、

デイオールは両親の勧めで外交官になるべく政
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治学院へ入学したが、 子供の頃から絵を描くこ

とが好きだ、った彼は、 芸術家の友人述との交流

h，!l;I'巨凹1'''''1111・，..山'"川'"川出川岬"ゆ削剛山間刷出 l

1;;(11 ['ニュー・ルック」と呼ばれた 「コロール・ラ

イン」のスーツ
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IBI2 自身のデザイン晒を持つクリスチ ャン ・ディオ

ール、 1948年続彩

に勤しみ、やがてその友人達とパリに小さな画

廊を聞く 。デイオールらの画廊で売られた作品

には、ピカソ、マチス、デュフィ、ダリらのも

のも含まれていた。デイオールは多感な時期を

20年代のパリという芸術的刺激溢れる街で過ご

した。

1930年を境に、母の急死、兄の病気、父の会

社の倒産と、デイオール一家に不幸が重なる。

さらに彼の画廊も倒産し、彼は苦労の末病気を

煩い、心配した友人達が出し合ったお金で療養

したという 。その後立ち直ったデイオールは、

生活のためにデッサンを抗き新聞社などへ売っ

て稼いでいたが、 1935年からロベール ・ピゲの

応でデザイナーとして雇われることになった。

第二次大戦でディオールは徴兵されるも敗戦後

パリに戻り、 1942年からルシアン ・ルロンの庖

でデザイナーとして雇われることになる。ルロ

ンの庖には、やはり後に有名なクチュリエとな

るピエール ・パルマンも働いていた。ルロン自

身はデザインをせず、 二人の愛弟子に任せてい

た。ルロンの応で1引きはじめて4年後、フラン
ス繊維業界で “コットン王"として有名なマル
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表l デ イオールが発表 した22のライ ン

"io シーズン フイ ン

1947 春12 Corolle 花冠

1948 者全12 Zig Zag， Envol ジグ ーザグ、拠
秋冬 Cyclone サイ クロン

1949 苦手夏 TrompeI'oeil だまし絵

秋冬 Milieu du Siecle m紀の半ば
1950 ;{f.夏 Verticale 垂直

秋冬 Oblique 斜め

1951 春夏 Natllrelle 自然

秋冬 Longlle ロング

1952 春夏 Sinueuse 1111線的
秋冬 Profilee プロフイ ール

1953 春12 Tulipe チューリ ップ

秋冬 Vivante ライ ブ

1954 春夏 Muguet すずらん

秋冬 H 

1955 i{m A 
秋冬 Y 

1956 春夏 Fieche 矢

秋冬 Aimant fj-み
1957 春夏 Lible リープル

秋冬 FlIseau 紡錘形

※trans“Dior .Christian Dior 1905.1957." 

セル・ブサックに、小さなクチュール広を立て

直す仕事の話を持ちかけられるが、ディオール

は自分のmを 1~ f.J く願望があったため断っ た。 デ

ィオールのまじめで良識ある風貌と出j苫計画の

刻n密さに、ブサ ックは後援を即決し、 1946年9
月、デイオールはルロン庖から独立していよい

よ 「クリスチャン・デイオールj庖をスタート

させることとなった。

彼は19471:1三のコレクション デビューから

1957年に病死するまでの10年間で、 22のライン

を発表した。彼のデザインは、“ライン"と11手

ばれる全身のシルエットの変化により、次々と

生み出された (表1)。

3.文献にみるディオ ルのデザイン

デイオール);5は、デビューのわずか1年後、

1948年にはニューヨークにも支庖を出し、 52年

にはロンドンに出庖するなど、飛躍的に!古書iliを

増やしていった。50年当時、ディオール庖の生

産量はパリのクチュール全体のおよそ半分を占

めていたl。しかし、パリでは偉大なクチュリ

エであるディオールは、ニューヨークでは高級



クリスチャン・デイオールのデザイン削

プレタポルテのデザイナーとなった"。 メキシ

コ、キューパ、チリ、カナダでも代理販売契約

を結び、 52年にはアメリカ囲内の委託販売応数

は250Oに述していたという'"。コロール・ライ

ンのJJ1Aは、 47年のデビュー当H寺は非常に高官lIiな

ディオール・ブランドのオート・クチュール・

ドレスとして、それを注文し着用できる女性は

限られていた。アメリカで「ニュー・ル ックJ
として紹介されl年も経たない聞に、彼の服は

ニューヨークの百貨庖でも売られ、 他のデザイ

ナーによってそのシルエットはコピーされ、さ

らにそれを別の生産業者がア レン ジし、もはや

デイオールの「コロール・ラインjではなく、

「ニュー-ルック」の)JIAとして安い値段で庶民

も眺入できる までに広ま っていったI¥'。実際、

アメ リカの庶民向けの通信販売社シアーズ=ロ

ーパックのカタ ログにも図3、4のように「ニュ

ー・ルック」の服が掲載されている。ディオー

ル庖で売られたドレスはl着500ドルは下らなか

ったといわれているが、ここでは5ドル程度で、

販売されている。

コピーの増幅は止まらず、ディオールのラベ

ルの盗難やそのラベルを別の日IAに付け替えて販

売するなどの詐欺行為もあったという。ディオ

MISSES' SIZES 

1i'i13 シアーズ=ローパック社通信販売カタログ、

!bil人既製1M販売のページ(l953{I:o)
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ールJ占で、は、コピー防止対策を講じていたよう

だが効来は部かったようだ。一方、どうせコピ

ーされるならばと、製造業者にデイオールのデ

ザインの型紙を販売して手数料-を取る業務も始

めている v。悲質なコピー業者も存在したよう

で、デザイン闘を!古の内部者から買い、それを

転売することを商売にした組織もあったという。

パリの高級オート ・クチュールが機的にされ、

ディオール庖もそれに含まれた、10

大量のJJ1Aを生産し世界中で販売したディオー

ルだが、はたしてデザインは一人で行っていた

のだろうか。f皮の自伝では次のように語られる。

「急に稲光のようにデッサンがショックを与え

る。在、は布11経を集中する。それをテーマにいろ

んなヴァリエー ションを考え、翌朝、別のシル

エットが私に合図をする。(中略)少しずつデ

ッサンははっきり して来て、インスピレーショ

ンを固定させるのに必要な新しいデザイ ンとな

る。シルエットがはっきりと して、流行を抑し

出す大砲のようになってきて、初めて私は手を

休める。しばらくの聞は何もしない。この幕11:3

の後で、もう 一度見直すと間違いが少ない。私

は自分で-拙いたデッサンを始めのうちの漠然と

:tUi いたものから、終わりになってずっとしっか

1i'i14 シアーズ=ローバック社通信販売カタログ、

ティ ーン|向けドレスと女児1M(1952， 53) 
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りしたものまで全部を見直す。……それから2、

3日の間にデッサンを数百枚抗く 。考えは次か

ら次へと浮かぶ。一枚のデッサンは一つの事を

テーマにしたヴァリエーションを次から次へと

思い起こさせる。」川実際にデイオールは年間

2500枚のデザイン画を完成させたといわれる。

そのためのデッサンを2、3日部屋に能っては描

き、部屋中が紙でいっぱいになるほどだったと

し、つ。

また彼は、前述のテeザイン回路用に対して細

心の注意を払っていたとも語っている。rJ苫内
でも衣裳を持ち運びするl時、コートに隠したり、

白い布をかぶせて見えないようにしている。デ

ッサンには全部番号を打つ。コレクシ ョンの一

般の傾向を表すトワールや、衣裳は発表の日ま

で注意深くしまっている。スタジオには僅かの

変化が起こっても、すぐに布地や、l帽子や、刺繍

をしまえるようにカーテンが用意しである。J"m

このように、弟子に描かせていたというよう

な記述はなく、むしろデッサンの鬼と化して昼

夜もなくデザインに取り組んだ姿勢が覗える。

彼は自身のデザインに大変誇りを持ち、上顧客

のリクエストでも考えを曲げることはなかった

という。

4.本研究資料の1950年のデザイン画作品群に

ついて

4 -1.資料の概要

本研究の資料であるデザイン画は、 77点から

なる作品1lfで、大部分は縦65センチ×検50セン

チの大きさの紙に拙かれている。しかし全点が

全く閉じ大きさではなく、最も大きい用紙は縦

65.3センチ×横50.2センチ、小さいものは縦

63.7センチ×横49.2センチと多少の違いがある。

使用されている画材は、鉛筆と水彩絵具とみら

れる。

これらは41昨に分類されてそれぞれ表紙がつ

けられている。表2に4f芹それぞれに含まれる枚

数を示した。1-31洋目の表紙には“Esquisse

Silhuoettes 1950 Christian Dior" (1950五下のシ

ルエ ットの下絵)と、 加えてそれぞれ “Ete"

(夏)、“Ete-Plage"(夏の浜辺)、 “Automne"

(秋)と書かれおり、 4l洋目は全く何も書かれて

いない表紙が付けられている(図5)。よってデ

表21950年のデザイン画資料

表紙 枚数

Et岳 17 
Ete.Plage 25 
Automne 15 
1!!¥記入 20 
言i 77 

1;g15 4つのグループに分けて付けられた表紙
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伶

1~16 <左>本資料のデザイン画、 1950" 1~

<右>1950年のコレクションのスーツ

ィオールの1950年の夏~初秋にかけてのデザイ

ンであると考えられるが、 1950年の春夏コレク

ションのテーマは 「ヴァーテイ カル(垂直)・

ライン」、秋冬コレクションは「オブリーク

(斜線) ラインJで、いずれも直線的なシルエ
ットのデザインであった。しかし、この資料の

デザインは全て、コロール・ライ ンに典型の、

ウエストを剥Hく絞りたっぷ りとスカートが広が

ったシルエ ットが拙かれている(図的。つまり

号は通し番号ではなかった。

4 -2.デザイン画に拙かれる衣服

77枚のデザイン聞について、下絵、そこに却l

かれた衣服、使用された色の一覧を表3に示す。

この資料のデザイン匝iの姉写は(図7)、ワンピ

ースやブラウスとスカート の組合せなどの何種

類かのスタイルの下絵をあらかじめ机き、それ

と白紙を鉛筆で塗りつぶした紙に重ねて線をな

ぞり転写する方法で、同じ下絵を何枚も転写し

てから後に着色している。よって、 衣服の形の

構想のためのデザイン闘ではなく、 模様と色の

構想のためのデザイン画であることが分かる。

帽子から靴まで全身着色されたものもあれば、

スカートのみが着色されたものなどまちまちで

ある 。 49)~~カt ワンピース ・スタ イル、 26)~カfフ'

ラウスやジャケ ットなどのト ップスとスカート

の組合せ、 5点はスカ ート のみが着色されてい

た。 トップスのみが着色されている ものはなか

った。また、モデルの人体部分が着色されてい

ないものも多く 、')¥ftが:tHiかれていないものもあ

った。よって、 全点に共通して着色されている

部分はスカー卜のみである。

服の形の共通点は、 fju述のように全点が「コ

コレクションJ1~のデザイン画ではなかっ たと 考 ロール-ライン」のシルエットであること、つ

えられる。また、デイオールの自伝によれば、 まり、 トップスは、襟や布Iiの形が各々 異なるが、

「デザイナーの仕事で変なことの一つに、流行 体にぴったりとしたラインであり、ウエストが

がいつも季節外に決定されるということである。 きちんとマークされ網iIく絞られ、膝下までの長

冬のコレクションはリラや桜の季節に出来るし、

夏のコレクションは落葉の時、又は初雪のH寺に

11¥来るのだ。(中略)夏は真冬に恋しく、冬は

真夏に懐かしい。夏に夏の衣裳を作ることは一

つのコレクションから離れた全く新しい衣裳を

作るのと同様、私には不可能である。J"とのこ
とから、前年の冬に抗かれたものといえる。

また、これらのデザイン岡の 裏 には、

“SPECIMEN"の文字や、何らかの意味をもっ

と思われる番号とみられる数字や記号“F"や

""，- ;-

.、/
偽‘

“Bi"などが書かれていた。番号や記号は全て 1~17 <友>転写した鉛筆の線

._ 
1 、〆
， 

のデザイン画に付されているわけではなく、 番 <右>スカートのみが着色されたデザイ ン画
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衣3 195011'-デザインIlilj資料に描かれたIhJ1't

Je紙 ド絵 帽子 トヅプス町タイプ スカ トの幌瞳 ワンピ スのタイプー艇栂 小物 梶田色・タイプ 使1II{!' 色敬

I1 Ete- k 広酷ノースリプ梅 車・パンプス 白青革 緑町 来 3 

21 Ete g 長抽シャツタイプ海 ベルト・思 J罰編み上げサンダル 白青R.緑町 来 a 

31 Ell' g 健{PJJ;: :11自 青晶 朱

41 EtI; ‘日 ドロップスリ プ 健何学 :1.1・ハイヒ ル 版:1.1 前 朱

51 Ete 九 1'1広っぱ u柚シャツ t修 rlウエアジソル(J，!，マク} :1\l 1~ 2 

61 Ete a 健何学 本色・ウエッジソールυ11.マ ク} :.¥1 背革 肱 3 

71 E(l' b サンドレス JJt !日 白 背R. 3 

81 Ete b サンドレスー鍵何学 f'揖・1，'1柄 ~A\ 白 索 3 

91 Etp b ノスリプ高 :1¥ 金 ワイン 3 

101 Ete b ノスリプ・鍵10/苧 民:!.¥ 白背革 置 埼金 6 

111 Ete b サンドレス・鋪

“ 
ワイン 2 

121 Ete f ザンドレス縫何学 民!且 白背革 総此 ピンク 7 

131 Ete p ノスリプ 幾何学 阪 :11 黄 3 

141 Ete h ノスリプ チェッタ 思-77・Jト 脱却1白 』匹

151 Etρ ‘t ノスリプ使。I宇 :1.1白 青果 3 

161 Ete b ノスリプ健何学 :11白 背革 岬町

171 Ete d フリルスリ プ・輩

“ 
設ピンク 2 

181 Ete-Plagc ‘r 'f.柚 健何学 !盟ーハイヒール :11 総lIt ピンク

191 Ete-Plagc む フレンチスリ プリボン 思・ハイヒール 民 白青呆 3 

201 Ete-PIa.， ‘ピ 半袖リボン !A¥'ハイヒル !}，¥白 育系 3 

211 Ete-I'Ia.， t 'f.柑l 且 !J.¥白 紘 朱

221 Ete-Plagc ，. フレンチスリープ・大花 1'1フラyト 脱出白 占.

231 Ete-Plag， a 阪ー広つ1: 長袖シャツタイプー花 オレンジウエヅジソル(叫マ ク) 脱出白 オレンジ

241 Ett>-Plagl' 』止柚シャツ '} ポン J'iウエ 7ジソル(JI~マク) :1111'1 2 

251 Ete-Plag， J.柚シャツ チュ リップ 緑・ウエヅジソール(JI~.マ ク} 出'" 総肱 ~， 

261 Et舎Plage h I!忠広っぱ フレンチスリ プ IE J出・ハイヒ ル ，".¥白 牢 3 

271 Et争Plagel i 事抽シャツ 縞 黒・編み上げザング'. !'-¥白 青晶 3 

281 Ete-I司agel I フリルスリ プー花 思・編み上げサンダル !J.¥白 世 iA< 
291 Ete-Plagc フレンチスリ プ J，UJ主同 :11白 肱 3 

30 I Ete.Plagc q 前広つ1;[ ジャケット7 』に附 :11白 紙I/i. 紫 5 

311 Ete-Plagl' b フレンチスリープ IE.1<蹄 予告 1.. 1柄 白 111(. 2 

:121 Ete-Plag， 《 フレンチスリ プ花 :11自 青晶 敏瞳 オレンジ 6 

331 Ete-Plagc ノスリプ.(1'1督、量盤 :11白 品、

:M 1 Ete-Plag， m ボンネット 広様ノスリプ花 J品・ハイヒ ル 阪，'.¥¥白 浪ピンク

351 Ete-Plag， l 白・広っぱ 広掠ノスリプ花 手袋 :!.I :1.¥.ハイヒル 脱出向 iIIピンク

361 Ete-Plag，' " 
半袖花、メキンカシ 1'1・ウLツシ・ソ ル (~tマ ク} 白青R.軸肱 朱 5 

371 Ete-Plagc JA柚ンヤツ IE 自・ウエッジソ ル(1，1，マ ク) (1 背革 紘世 朱 5 
381 EteドPlage 民抽yヤツ E包 白ーウエッジソル(J，!.マ ク} 白青晶 総抗 来 5 
391 EteトPlagc 』 白ー広っぱ 七分抽・花車 手控 1，1柄 白・ウエッジソ ル 烈白 青晶 融前 5転 6 
401 EtトPlage 。ボンネ.，ト 七骨抽・花届 手控同柄 白・ハイヒ ル !A¥白 青晶 紙前 朱 6 

.11 I Ete-Plage l 白・広っぱ 広樟ノ スリープオランダ凪 F旋回柄 向ーハイヒ ル 月1白 背革 結前 朱 6 

121 Ete-Plagc n 白ー広つ1;[ フレJチスリープ‘オラシグ凪 手Q'!'I 白・ハイヒ ル !A¥白 z 
431 Aulnmnt. b ホルタネyク縞 :11白 青果 iIIピンク

441 Autnmnl' b ホルタ ネック梢.鍵盤 !且白 z 
-151 Autumne b ノスリープ鍵何学 手控 I，~柄 1Ii1:11 白青果 蝉蝿 事& 6 
，161 Autりrnlle b ノスリープ健何学 :11白 前 オレンジ 4 
171 Au(umnt' f ジャケット 慌がI学 :11白 青果 朱

481 Au(umm' d フレンチスリープ縞 ハイヒル 白青晶 2 
.191 Au(omnc d フレンチスリープ古代風 ハイヒ Jレ !日白 青R. 3 
501 Au(nmr¥l' d フレンチスリープ・ボタン J、イヒ Jレ 背革 iIlピンク 2 
511 Autnmnc h ジャケット 幾何学タイル フラットサンダル 白背革 援ピンク 3 

521 :¥utumnc h フレンチス')プ 輩 フラットサンダル h正 青晶 録曲

531 Automnc h 鍵何学 阪:1.¥ 酎 朱

臼 AUlornnc ‘t フレンチスリ プダイヤ 阪!且白 * 551 Automnc・ リ ボンネ.，ト 七分抽怖('.'}>f!ン 黒・ハイヒ ル :11白 2 
561 Autnmnc k ノスリプ 縞 :1.1フラット ，'1.¥白 1 

571 Autumne r ノス')プ栴f !踊・ハイヒ ル 自青果 此 3 
58 " J.柚シ'1-ツ 梅 iA<ウエッジソ 11-("¥マ タ} 白青晶 此 牢

5!1 
" 
u柚シャツ 梅 ベルト・:J.~ J品自 青R.録曲 朱 6 

60 a 梅 :!I白 I1R. 総lIt 牢 6 
61 f ザンドレス海 :11白 肯晶 館前 牢 6 
62 b ノ ス'} プ・健何学 !品白 総 3 
63 b ノスリープ健何学 :11白 背革 朱
6，1 f ジャケγト 世f-I'1:.'}ポン !UII:1 荷晶 朱

65 f ブラウス ショ トパ'/...， 特ンドレス・健何学.リボン 水崎 1，，)柄 !A¥白 庁晶 朱 4 
66 f サンドレス JI!..H‘:k附、ilO :A¥白 ピンク 3 
67 b ベスト サンドレス砂‘渡ヨ 白背革 某 3 
曲 b サンドレス聾.. 白青果 z 
69 正ジャカ ド風 :11 青晶 糟前 lIi 
70 g 白広っ1: JA柑lシャツ 帆船 向プルーウエ7ジソル(11¥.マタ) :!II I~I Ii車 3 
71 t フレンチスリ プ ドレプ J品ーハイヒール 1Ii1:品自 ピンタ

72 u 揮/Ii.広つIf1止柚シャツ ザンゴ I'J~.I.\ .ウェ.，ジソル :.1，111;1 市晶 輔此 朱 6 
73 。じ フリルスリープ・チュ リ7プ .'!¥ハイヒル 出向 背革 組曲 漉ピンク 6 
7.1 J 広樟・盤、轟.'~ F控 I，~柄 白ーハイヒー'" 白青果 軸置 朱 5 
75 m 白広っぱ 七分抽車.轟乙究 手提 1，1柄 同柄・ウエッジソ ル 白庁晶 融曲 朱 5 
76 k 広酷・1111側 .-'.¥'77'';1ト :1.111'1 軸曲 朱 5 
77 11 I I~J ・広つ 1: フレンチスリープー縞‘*，9'::'- 手袋・'!.¥ J且・ハイヒ '. !HI (1 2 

~色l}:監 15 26 29 t!I 1.' 12115 58166 44 21il 36 531-""'_、
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|豆19 同じ色泣いて、似た模様を検討したデザイ ン阻

さのたっぷりとしたフレアースカートという点

である (図8)。
77点全点に、非常に細かい抗写でスカー卜の

模様のデザインが行われていた。そのデザイン

は、同じ色遣いやテーマ、モチーフで何種類か

29 

描いて検討したことが覗える(図9、10、11)。

一方、 トップスは同じものをいくつものデザイ

ン聞に吋lいであることが多く、模様が拙かれて

いないもの、 着色されていないものもあった。

スカー トの州写の丁寧さに比べて他の部分の机
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図10 同じテーマの綴械を数事Hlliいたデザイン間

写が粗~rr な印象を受ける 。 また、 厚紙に描いた

模犠をス カート の形に切り、別の ì~与手の紙に拙

いた下絵にNiったものもある(医112)。これは、
模様を先にデザインし、 それをスカートの形に

したときにどう見えるかを検証したものである

と考えられる。これらのことから、このデザイ

ン画の作品群は、スカートのデザインを検討 し

たものであると考えられる。

|主11I !fol じモチーフで災都のJJI~を検討したデザイン岡 4 -3. デザイン聞の下絵の種類

今S1

図12 スカー ト部分は別紙を切り161;りしてある

前述したようにデザイン闘の却l写方法は、始

めに下絵をilii写してそれに着色を行っている。

この下絵に着目すると、もととなる下絵が何種

類か使われていることが分かる。同じ下車会が使

われているデザイン画をグループ化し、 表3の

ように、それぞれa-rと記号を付し分類してみ

る と、 18種!Jj~ある ことが分かった。 多く f史われ

ている下絵 (図13)はbの15点、 aの11点で、

続いてhの7点、 fの6点、それ以外は4点以下で

あった。各下絵を比較してみると、モデlレの頗

の表情の表現が少しずつ追って見え、 手足など

創11かい部分のJ1111写に技術のパラつきがみられる。

しかし、 衣服は全て非常に創nかく丁寧に、高度
な技術によって拙かれている。デイオールの自

伝を訳し、 本人とも交流のあった上旧安子によ

れば、ディオ ー lレのデザイン匝|の特徴は「非'lt~.

に単純化されたがjlであるが、デザインの持つ特

徴を的慌に表し、しかもフランス的でエレガ、ン
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1~113 下絵の種類左上b、右上a、左 I~ h、右Ff

トなニュアンスをもっている。上 ということで

ある(図14、15)。ここに抗かれたモデルは非

常にバランスが良く、最低限の線で的確に表現

されている。

4 -4.色彩について

ディオールのデザインはそのシルエット同様、

色彩もまた、変化に富んだものであったとされ

る。「色と は素H青ら しいもので極めて魅惑的だ

が、慎重に扱わなければならない」とはディオ

ールの言葉であるが、本資本|を色彩に着目して

ゐ....4
r" 

ら
むグ/

J 〆ベト，/

〆r

な:

1~lj4 デイオールが拙いたデザイン画/1lI典<左>参

考文献(4) <右>参考文献(2)

図15 デザイン画を姉くクリスチャンディオール/

出典，参考文献(2)

ン画は66点、 黒は58点、灰は15点であった。夏

ものであるから涼しげな印象を与える白が多く

みてみると、カラフルに見えて実は色数は抑え、 使われたことは想像するに易 しいが、 意外にも

まさに慎重に選んだ調和する色同士の組合せで 黒が多く使われている。それ以外には、 青系44

構成されていることが分かる。表3の色のデー

タを元にまとめた、使用された色村3の一覧表
(表4) を見ると、白、 黒、灰の無彩色が多く使

われている ことに気付く 。白を使用 したデザイ

31 

点、黄36点、朱 -赤32点、緑26点などが主に使

われた色で、 他にピンク、ワイン 紫、茶、オ

レンジなどが使われている。一枚のデザイ ン耐

の中で使われている色数 (表5)は、 4色の組合
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表4 使用された色制l 表5 使用された色数

色相 使用凶数 色数 デザインjlbj数

Fl 66 4色 23 

思 58 3色 19 

l'f系 44 2色 13 

昔t 36 6色 11 

;jと・赤 32 5色 10 

緑 26 7色

灰 15 1色 。
ピンク 11 

ワイン・紫 4 

茶 3 

オレンジ 3 

せが最も多く、次いで3色、 2色、平均すると

3.8色であった。比較的少ない色数でデザイン

されている。 7色の組合せは 1つのみであった。

少ない色数で、その組み合わせの妙により魅力

的な配色が行われているといえる。

5.まとめ

1950年にクリスチャン・ディオールが描いた

とされるデザイン画について、下絵、衣服、使

用された色などを調査し創作過程を考察した。

このデザイン画に姉かれた衣服は77点全て

「コロール・ライン」のシルエットであり、 50

年のコレクションで発表したシルエットとは異

なるものである。 18種類の下絵を使用し、それ

らを何枚も転写してから着色する方法で拙かれ

た。スカート以外の衣服については着色されて

いないものも多数あり、スカートについては全

てが丁寧に着色されていることから、スカート

の模様と色の検討のためのデザインiilliであると

考えられる。色彩に着日してみてみると、カラ

フルな印象を受けるが色数は抑えてあり、慎重

に選んだ調和する色同士の組合せで構成されて

いることが分かった。

デイオールはコレクション前にはデザイン両

を大量に描き、アイデアも次々と説いてきた、

と自伝で述べていることから、デザインは弟子

ではなく自身が行っていたとみられるが、一方

で、デザインの盗川やデザイン両の転売といっ

た被害もあったようで、本人が描いたものであ

るかどうかを確定するのはなかなか難しい。し

かし下絵のモデルの描写は表現技術にばらつき

がみられるものの、スカートの模様は非常に細

かい摘写で高度な技術によって捕かれていると

いえ、絵の才能に長けた人物によるものという

ことは言える。
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